
 

第 12  気象予警報、地震・津波に関する情報の種類及び発表基準 

 

１ 気象注意報の種類及び発表基準 

    大雨、洪水、大雪、強風、風雪、波浪、高潮等により、災害が発生するおそれがあるときに、 
　岡山地方気象台がその旨を注意して行う予報である。 

概要及び発表基準

大雨注意報

大雨による災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。避難に備えハザード

マップ等により災害リスク等を再確認するなど、自らの避難行動の確認が必要とされる警戒レ

ベル２である。

具体的には別表3 のいずれかの条件に該当すると予想される場合である。

洪水注意報

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害が発生するおそれがあると予想されたときに

発表される。避難に備えハザードマップ等により災害リスク等を再確認するなど、自らの避難

行動の確認が必要とされる警戒レベル２である。

具体的には別表4 のいずれかの条件に該当すると予想される場合である。

大雪注意報

大雪により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次の条件に該当する場合である。

12 時間の降雪の深さが北部山地25cm、北部平地・高梁市・吉備中央町10cm、南部（高梁市・

吉備中央町除く）５cm以上になると予想される場合

強風注意報

強風により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次の条件に該当する場合である。

平均風速が陸上で12ｍ/s 以上、海上で15ｍ/s 以上になると予想される場合

風雪注意報

雪を伴う強風により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。「強風によ

る災害」に加えて「雪を伴うことによる視程障害等による災害」のおそれについても注意を呼

びかける。

具体的には次の条件に該当する場合である。

雪を伴い、平均風速が陸上で12ｍ/s 以上、海上で15ｍ/s 以上になると予想される場合

波浪注意報

高い波により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次の条件に該当する場合である。

有義波高が1.5ｍ以上になると予想される場合

高潮注意報

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により災害が発生するおそれがあると予想されたとき

に発表される。避難に備えハザードマップ等により災害リスク等を再確認するなど、自らの避

難行動の確認が必要とされる警戒レベル２である。高潮警報に切り替える可能性が高い旨に言

及されている場合は高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当。

具体的には別表5 の条件に該当すると予想される場合である。

濃霧注意報

濃い霧により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次の条件に該当する場合である。

視程が陸上で100ｍ以下、海上で500ｍ以下になると予想される場合

雷注意報

落雷により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。また、発達した雷雲

の下で発生することの多い竜巻等の突風や「ひょう」による災害についての注意喚起が付加さ

れることもある。急な強い雨への注意についても雷注意報で呼びかけられる。

乾燥注意報

空気の乾燥により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には火災の危険が大きい気象条件を予想したときで、次の条件に該当する場合である。

最小湿度が35%以下で、実効湿度が60%以下になると予想される場合

なだれ注意報

「なだれ」により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次のいずれかの条件に該当する場合である。

①積雪の深さが20 ㎝以上あり、降雪の深さが30 ㎝以上になると予想される場合

②積雪の深さが50 ㎝以上あり、最高気温が12℃以上、又はかなりの降雨が予想される場合

※気温は岡山地方気象台、津山特別地域気象観測所の値

着氷注意報
著しい着氷により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には、通信線や送電線、船体等への被害が起こるおそれのあるときに発表される。

着雪注意報

著しい着雪により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には通信線や送電線、船体などへの被害が起こるおそれのあるときで、次の条件に該当

する場合である。

24 時間の降雪の深さが平地で10 ㎝以上、山地で30cm 以上で、気温が－1℃から3℃になると予

想される場合

融雪注意報
融雪により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には、浸水、土砂災害等の災害が発生するおそれがあるときに発表される。

霜注意報

霜により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には4 月以降の晩霜で農作物への被害が起こるおそれのあるときで、次の条件に該当する

場合である。

最低気温が2℃以下になると予想される場合

低温注意報

低温により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には低温のために農作物などに著しい被害が発生したり、冬季の水道管凍結や破裂によ

る著しい被害の起こるおそれがあるときで、次の条件に該当する場合である。

岡山地方気象台において最低気温が－3℃以下になると予想される場合

注意報

注意報の種類 

 



 

２ 気象警報の種類及び発表基準 

　大雨、洪水、大雪、暴風、暴風雪、波浪、高潮により、重大な災害が発生するおそれがある
ときに、岡山地方気象台がその旨を警告して行う予報である。 

概要及び発表基準

大雨警報

大雨により重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。大雨警報には

括弧を付して、大雨警報（土砂災害）、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂災害、浸水害）

として、特に警戒すべき事項が明記される。大雨警報（土砂災害）は、高齢者等は危険な場所

からの避難が必要とされる警戒レベル３に相当。

具体的には別表1 のいずれかの条件に該当すると予想される場合である。

洪水警報

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、重大な災害が発生するおそれがあると予想された

ときに発表される。河川の増水や氾濫、堤防の損傷や決壊による重大な災害が対象として上げ

られる。高齢者等は危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３に相当。

具体的には別表2 のいずれかの条件に該当すると予想される場合である。

大雪警報

大雪により重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次の条件に該当する場合である。

12 時間の降雪の深さが北部山地45cm、北部平地・高梁市・吉備中央町25cm、南部（高梁市・

吉備中央町除く）10cm以上になると予想される場合

暴風警報

暴風により重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次の条件に該当する場合である。

平均風速が陸上で20ｍ/s 以上、海上で25ｍ/s 以上になると予想される場合

暴風雪警報

雪を伴う暴風により重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。「暴

風による重大な災害」に加えて「雪を伴うことによる視程障害等による重大な災害」のおそれ

についても警戒を呼びかける。

具体的には次の条件に該当する場合である。

雪を伴い、平均風速が陸上で20ｍ/s 以上、海上で25ｍ/s 以上になると予想される場合

波浪警報

高い波により重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される。

具体的には次の条件に該当する場合である。

有義波高が2.5ｍ以上になると予想される場合

高潮警報

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な災害が発生するおそれがあると予想され

たときに発表される。危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当。

具体的には別表5 の条件に該当すると予想される場合である。

警報

警報の種類 

 

(注)１ 発表基準欄に記載した数値は、岡山県における過去の災害発生頻度と気象条件との関係を調査し
て決めたものであり、気象要素によって災害発生を予想する際のおおむねの目安である。 

２ 警報・注意報は、その種類にかかわらず解除されるまで継続される。また、新たな警報・注意報
が発表されるときは、これまで継続中の注意報・警報は自動的に解除又は更新されて、新たな警
報・注意報に切り替えられる。 

 

 

 

 



 

 

３ 気象特別警報の種類及び発表基準 
大雨、大雪、暴風、暴風雪、波浪、高潮が特に異常であるため重大な災害が発生するおそれが

著しく大きいときに、岡山地方気象台がその旨を警告して行う予報である。大雨特別警報は災害

が発生又は切迫している状況で、命の危険があり直ちに身の安全を確保する必要があることを示

す警戒レベル５に相当。高潮特別警報は危険な場所から避難する必要があるとされる警戒レベル

４に相当。 

（注）　過去の災害事例に照らして、指数（土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数）、積雪量、台風の中心　

　　気圧、最大風速などに関する客観的な指標を設け、これらの実況および予想に基づいて発表を判断をします。 
 

 現象の種類 基準 

大雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合 

暴風 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により暴風が吹くと予想される場合 

高潮 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により高潮になると予想される場合 

波浪 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により高波になると予想される場合 

暴風雪 
数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される

場合 

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 



（別表1）大雨警報基準 令和6年5月23日現在
市町村等を
まとめた地域

市町村等 土壌雨量指数基準

岡山市 110

玉野市 111

瀬戸内市 116

吉備中央町 115

備前市 146

赤磐市 143

和気町 144

倉敷市 107

総社市 108

早島町 116

笠岡市 100

井原市 125

浅口市 123

里庄町 126

矢掛町 123

高梁地域 高梁市 126

新見地域 新見市 115

真庭市 153

新庄村 159

津山市 136

鏡野町 144

久米南町 132

美咲町 134

美作市 148

勝央町 149

奈義町 151

西粟倉村 162

勝英地域 11

11

10

10

岡山地域

東備地域

倉敷地域

井笠地域

真庭地域

津山地域

10

12

12

14

12

9

11

14

10

10

11

13

15

12

16

14

13

13

表面雨量指数基準

14

14

14

12

16
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（別表2）洪水警報基準 令和6年5月23日現在
市町村等を
まとめた地域

市町村等 複合基準
＊1 指定河川洪水予報による基準

岡山市 旭川流域=（8，30），
百間川流域=（8，3.1），
倉安川流域=（12，3.7），
砂川（東区）流域=（8，15.5），
宇甘川流域=（8，20.5），
笹ヶ瀬川流域=（8，19.9），
足守川流域=（8，16.1）

旭川［下牧・三野・相生橋］，
百間川［原尾島橋］，
吉井川［津瀬・御休］，
笹ヶ瀬川水系笹ヶ瀬川・足守川［笹ヶ瀬・甫崎］，
旭川水系旭川中流部［福渡・金川（県）］

玉野市 宇藤木川流域=（7，3.9） －

瀬戸内市 干田川流域=（7，7.1） 吉井川［御休］

吉備中央町 宇甘川流域=（5，16.7），
豊岡川流域=（5，7.9）

－

備前市 金剛川流域=（5，13.5），
八塔寺川流域=（11，13.7），
伊里川流域=（13，7.9）

吉井川［御休］

赤磐市 吉井川流域=（7，42.4），
砂川流域=（7，13.4）

吉井川［津瀬］

和気町 吉井川流域=（5，47.7），
金剛川流域=（7，20.6）

吉井川［津瀬］，
金剛川［尺所］

倉敷市 高梁川流域=（8，77.7），
小田川流域=（9，28.1），
倉敷川流域=（8，3.9），
里見川流域=（8，9.7）

高梁川［日羽・船穂］，
小田川［矢掛］，
笹ヶ瀬川水系笹ヶ瀬川・足守川［笹ヶ瀬・甫崎］

総社市 高梁川流域=（10，38.7） 高梁川［日羽・船穂］

早島町 － －

笠岡市 － －

井原市 小田川流域=（5，18.6） －

浅口市 里見川流域=（6，10.6） －

里庄町 － －

矢掛町 小田川流域=（5，30.2） －

高梁地域 高梁市 成羽川流域=（5，40.1） －

新見地域 新見市 高梁川流域=（8，18.9），
小坂部川流域=（6，19.2），
西川流域=（6，19）

－

真庭市 旭川流域=（5，34），
備中川流域=（5，15.9）

－

新庄村 － －

津山市 吉井川流域=（7，39.3），
加茂川流域=（9，29.7）

－

鏡野町 吉井川流域=（8，29.6），
香々美川流域=（8，13.2）

－

久米南町 誕生寺川流域=（7，12.6） －

美咲町 吉井川流域=（5，54.2），
吉野川流域=（5，34），
甲和気川流域=（5，5.1）

－

美作市 吉野川流域=（10，21.5），
梶並川流域=（9，18.1），
山家川流域=（8，9.9）

－

勝央町 滝川流域=（5，10.4） －

奈義町 － －

西粟倉村 － －

勝英地域

＊1
　（表面雨量指数，流域雨量指数）の組み合わせによる基準値を表しています。

吉野川流域=24.3，梶並川流域=20.2，
滝川流域=15.2，山家川流域=11

滝川流域=12.7

滝川流域=10.2

吉野川流域=15.8

岡山地域

東備地域

倉敷地域

井笠地域

真庭地域

津山地域

旭川流域=34.3，備中川流域=17.7，
月田川流域=15.3

新庄川流域=15.7

吉井川流域=44.8，加茂川流域=30.5，
宮川流域=13.8，倭文川流域=10.4

吉井川流域=32.9，香々美川流域=14.7

誕生寺川流域=14

吉井川流域=55.3，吉野川流域=38.4，
甲和気川流域=5.6，旭川流域=54.6

小田川流域=26.7

里見川流域=11.2

里見川流域=4.6

小田川流域=33.5

高梁川流域=53.6，成羽川流域=44.6

高梁川流域=19.7，小坂部川流域=21.4，
西川流域=21.2

砂川流域=14.9

八塔寺川流域=15.8

倉敷川流域=4.4，里見川流域=13.4，
足守川流域=18.4

槇谷川流域=13

汐入川流域=3.7

小田川流域=28.2

流域雨量指数基準

倉安川流域=5.1，砂川（東区）流域=17.3，
宇甘川流域=20.9，倉敷川流域=16.4，
砂川（北区）流域=9.4

宇藤木川流域=4.5

干田川流域=7.8

宇甘川流域=18.6，豊岡川流域=8.8

金剛川流域=15.7，八塔寺川流域=15.8，
伊里川流域=8.8
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（別表3）大雨注意報基準 令和6年5月23日現在
市町村等を
まとめた地域

市町村等 土壌雨量指数基準

岡山市 75

玉野市 76

瀬戸内市 80

吉備中央町 79

備前市 100

赤磐市 98

和気町 99

倉敷市 84

総社市 85

早島町 91

笠岡市 79

井原市 98

浅口市 97

里庄町 99

矢掛町 97

高梁地域 高梁市 99

新見地域 新見市 90

真庭市 105

新庄村 109

津山市 93

鏡野町 99

久米南町 91

美咲町 92

美作市 102

勝央町 102

奈義町 104

西粟倉村 111

勝英地域 6

7

7

6

岡山地域

東備地域

倉敷地域

井笠地域

真庭地域

津山地域

6

8

9

10

9

6

7

8

6

6

6

8

9

9

10

10

10

8

表面雨量指数基準

10

9

9

7

7
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（別表4）洪水注意報基準 令和6年5月23日現在
市町村等を
まとめた地域

市町村等 複合基準
＊1 指定河川洪水予報による基準

岡山市 吉井川流域=（5，61），
旭川流域=（5，27），
百間川流域=（7，2.7），
倉安川流域=（8，3.2），
砂川（東区）流域=（5，8.8），
宇甘川流域=（8，16.7），
笹ヶ瀬川流域=（5，17.4），
足守川流域=（7，14.3）

旭川［下牧・三野・相生橋］，
百間川［原尾島橋］，
吉井川［津瀬・御休］，
笹ヶ瀬川水系笹ヶ瀬川・足守川［笹ヶ瀬・甫崎］，
旭川水系旭川中流部［福渡・金川（県）］

玉野市 宇藤木川流域=（7，2.8） －

瀬戸内市 干田川流域=（7，5） 吉井川［御休］

吉備中央町 宇甘川流域=（5，11.8），
豊岡川流域=（5，5.6）

－

備前市 金剛川流域=（5，10），
八塔寺川流域=（5，12.3），
伊里川流域=（5，7）

吉井川［御休］

赤磐市 吉井川流域=（7，38.2），
砂川流域=（7，10.1）

吉井川［津瀬］

和気町 吉井川流域=（5，42.9），
金剛川流域=（5，18.5）

吉井川［津瀬］，
金剛川［尺所］

倉敷市 高梁川流域=（7，69.9），
小田川流域=（9，25.2），
倉敷川流域=（5，3.4），
里見川流域=（7，7.3）

高梁川［日羽・船穂］，
小田川［矢掛］

総社市 高梁川流域=（5，34.8），
槇谷川流域=（5，10.4）

高梁川［日羽・船穂］

早島町 汐入川流域=（5，2.9） －

笠岡市 － －

井原市 小田川流域=（5，16.7） －

浅口市 里見川流域=（5，8.6） －

里庄町 里見川流域=（5，3.5） －

矢掛町 小田川流域=（5，21.4） －

高梁地域 高梁市 成羽川流域=（5，25.6） －

新見地域 新見市 高梁川流域=（7，15.7），
小坂部川流域=（6，13.7），
西川流域=（6，16.9）

－

真庭市 旭川流域=（5，17.2），
備中川流域=（5，14.1）

－

新庄村 新庄川流域=（6，10） －

津山市 吉井川流域=（7，26.7），
加茂川流域=（7，19.5），
宮川流域=（7，6.4）

－

鏡野町 吉井川流域=（8，26），
香々美川流域=（8，9.4）

－

久米南町 誕生寺川流域=（5，9.4） －

美咲町 吉井川流域=（5，35.4），
吉野川流域=（5，24.6），
甲和気川流域=（5，3.5）

－

美作市 吉野川流域=（5，15.5），
梶並川流域=（6，10.5），
山家川流域=（6，8.8）

－

勝央町 滝川流域=（5，9.4） －

奈義町 滝川流域=（6，6.5） －

西粟倉村 吉野川流域=（5，12.6） －

勝英地域

＊1　（表面雨量指数，流域雨量指数）の組み合わせによる基準値を表しています。

吉野川流域=19.4，梶並川流域=15，
滝川流域=12.1，山家川流域=8.8

滝川流域=10.1

滝川流域=8.1

吉野川流域=12.6

岡山地域

東備地域

倉敷地域

井笠地域

真庭地域

津山地域

旭川流域=17.2，備中川流域=14.1，
月田川流域=12.2

新庄川流域=12.5

吉井川流域=35.8，加茂川流域=24.4，
宮川流域=8，倭文川流域=8.3

吉井川流域=26.3，香々美川流域=11.7

誕生寺川流域=11.2

吉井川流域=44.2，吉野川流域=30.7，
甲和気川流域=4.4，旭川流域=43.6

小田川流域=21.3

里見川流域=8.9

里見川流域=3.6

小田川流域=26.8

高梁川流域=42.8，成羽川流域=35.6

高梁川流域=15.7，小坂部川流域=17.1，
西川流域=16.9

砂川流域=11.9

八塔寺川流域=12.6

倉敷川流域=3.5，里見川流域=10.7，
足守川流域=14.7

槇谷川流域=10.4

汐入川流域=3

小田川流域=22.5

流域雨量指数基準

倉安川流域=4.1，砂川（東区）流域=13.8，
宇甘川流域=16.7，倉敷川流域=13.1，
砂川（北区）流域=7.5

宇藤木川流域=3.6

干田川流域=6.2

宇甘川流域=14.8，豊岡川流域=7

金剛川流域=12.5，八塔寺川流域=12.6，
伊里川流域=7
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別表５ 高潮警報・注意報基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別表５の解説】 

1．高潮警報・注意報の基準の潮位は一般に高さを示す「標高」で表す。 

2．基準が設定されていない市町村については、その欄を「－」で示す。 



４ 地震・津波に関する警報等の種類 

（１）大津波警報、津波警報、津波注意報 

気象庁は、地震が発生した時は地震の規模や位置を速やかに推定し、これらをもとに沿岸で予想され

る津波の高さを求め、地震が発生してから約３分を目標に大津波警報、津波警報または津波注意報（以

下これらを「津波警報等」という）を津波予報区単位で発表する。なお、大津波警報については、津波

特別警報に位置づけている。 

 津波警報等とともに発表する予想される津波の高さは、通常は５段階の数値で発表する。ただし、地

震の規模がマグニチュード８を超えるような巨大地震に対しては、精度のよい地震の規模をすぐに求め

ることができないため、津波警報等発表の時点では、その海域における最大の津波想定等をもとに津波

警報等を発表する。その場合、最初に発表する大津波警報や津波警報では、予想される津波の高さを「巨

大」や「高い」という言葉を用いて発表し、非常事態であることを伝える。予想される津波の高さを「巨

大」などの言葉で発表した場合には、その後、地震の規模が精度良く求められた時点で津波警報等を更

新し、津波情報では予想される津波の高さも数値で発表する。 

 

○津波警報等の種類と発表される津波の高さ等 

津波警報等の

種類 
発表基準 

発表される津波の高さ 

想定される被害

と取るべき行動 
数値での発表 

（予想される津波の

高さの区分） 

巨大地震の場合の発表 

大津波警報 

予想される津波の

最大波の高さが高

いところで３ｍを

超える場合 

10ｍ超 

（10ｍ＜予想され

る津波の最大波の

高さ） 

巨大 

巨大な津波が襲い、木

造家屋が全壊・流失し

、人は津波による流れ

に巻き込まれる。沿岸

部や川沿いにいる人は

、ただちに高台や津波

避難ビルなど安全な場

所へ避難する。 

警報が解除されるまで安 

全な場所から離れない。 

10ｍ 
（５ｍ＜予想される津波の

最大波の高さ≦10ｍ） 

５ｍ 
（３ｍ＜予想される津波の

最大波の高さ≦５ｍ） 

津波警報 

予想される津波の

最大波の高さが高

いところで１ｍを

超え、３ｍ以下 

の場合 

３ｍ 
（１ｍ＜予想される津波の

最大波の高さ≦３ｍ） 

高い 

標高の低いところでは津

波が襲い、浸水被害が発

生する。人は津波による

流れに巻き込まれる。沿

岸部や川沿いにいる人

は、ただちに高台や津波

避難ビルなど安全な場所

へ避難する。 

警報が解除されるまで安

全な場所から離れない。 

津波注意報 

予想される津波の

の最大波の高さが

高いところで0.2ｍ

以上、１ｍ以下の

場合であって、津 

波による災害のおそ 

れがある場合 

１ｍ 
（0.2ｍ≦予想される

津波の最大波の高さ≦

１ｍ） 

 

（表記しない） 

海の中では人は速い流れ

に巻き込まれ、また、養

殖いかだが流失し小型船

舶が転覆する。海の中に

いる人はただちに海から

上がって、海岸から離れ

る。海水浴や磯釣りは危

険なので行わない。 

注意報が解除されるまで

海に入ったり海岸に近付

いたりしない。 

(注）「津波の高さ」とは、津波によって潮位が高くなった時点における潮位と、その時点に津波がな

かったとした場合の潮位との差であって、津波によって潮位が上昇した高さをいう。 



 

【津波警報等の留意事項等】 

・沿岸に近い海域で大きな地震が発生した場合、津波警報等の発表が津波の襲来に間に合わない場合

がある。 

・津波警報等は、精査した地震の規模や実際に観測した津波の高さをもとに、内容を更新する場合が

ある。 

・津波による災害のおそれがなくなったと認められる場合、津波警報等の解除を行う。このうち、津

波の観測状況等により、津波がさらに高くなる可能性は小さいと判断した場合には、津波の高さが

津波注意報の発表基準未満となる前に、海面変動が継続することや留意事項を付して解除を行う場

合がある。 

 

○津波予報区 

 日本の沿岸は６６の予報区に分けられ、岡山県は全域が一つの予報区であり、予報区名は「岡山県」で

ある。 

（２）津波予報 

気象庁は、地震発生後、津波による災害が起こるおそれがない場合には、以下の内容を津波予報で 

発表する。 

○津波予報の発表基準と発表内容 

 発表基準 発表内容 

津
波
予
報 

津波が予想されないとき 

（地震情報に含めて発表） 

津波の心配なしの旨を発表 

0.2m未満の海面変動が予想されたとき 

（津波に関するその他の情報に含めて発表） 

高いところでも0.2m未満の海面変動のた

め被害の心配はなく、特段の防災対応の必

要がない旨を発表 

津波警報等の解除後も海面変動が継続するとき

（津波に関するその他の情報に含めて発表） 

津波に伴う海面変動が観測されており、今

後も継続する可能性が高いため、海に入っ

ての作業や釣り、海水浴などに際しては十

分な留意が必要である旨を発表 

 
（３）津波情報 

気象庁は、津波警報等を発表した場合には、各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想される津波

の高さ、各観測点の満潮時刻や津波の到達予想時刻等を津波情報で発表する。 

○津波情報の種類と発表内容 

 情報の種類 発表内容 

津
波
情
報 

津波到達予想時刻・予想される津波

の高さに関する情報 

 

各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想される津波

の高さを５段階の数値（メートル単位）または「巨大」

や「高い」という言葉で発表 

［発表される津波の高さの値は、（津波警報等の種類と

発表される津波の高さ等）参照］ 

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻

に関する情報 

主な地点の満潮時刻や津波の到達予想時刻を発表 

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表（※１） 

沖合の津波観測に関する情報 沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合の観測値

から推定される沿岸での津波の到達時刻や高さを津波

予報区単位で発表（※２） 

 （※１）津波観測に関する情報の発表内容について 



 ・沿岸で観測された津波の第１波の到達時刻と押し引き、及びその時点までに観測された最大波の観

測時刻と高さを発表する。 

 ・最大波の観測値については、大津波警報又は津波警報を発表中の津波予報区において、観測された津 

波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝える。 

（※２）沖合の津波観測に関する情報の発表内容について 

  ・沖合で観測された津波の第１波の観測時刻と押し引き、その時点までに観測された最大波の観測時

刻と高さを観測点ごとに発表する。また、これら沖合の観測値から推定される沿岸での推定値（第

１波の推定到達時刻、最大波の推定到達時刻と推定高さ）を津波予報区単位で発表する。 

 ・最大波の観測値及び推定値については、沿岸での観測と同じように避難行動への影響を考慮し、一

定の基準を満たすまでは数値を発表しない。大津波警報又は津波警報が発表中の津波予報区におい

て、沿岸で推定される津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」（沖合での観測値）または「推

定中」（沿岸での推定値）の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝える。 

 ・沿岸からの距離が 100km を超えるような沖合の観測点では、津波予報区との対応付けが難しいた

め、沿岸での推定値は発表しない。また、最大波の観測値については数値ではなく「観測中」の言

葉で発表して、津波が到達中であることを伝える。 

 

○沖合で観測された津波の最大波（観測値及び沿岸での推定値）の発表内容 

発表中の 

津波警報等 
沿岸で推定される津波の高さ 発表内容 

大津波警報 

３ｍ超 
沖合での観測値、沿岸での推定値とも

数値で発表 

３ｍ以下 
沖合での観測値を「観測中」、沿岸で

の推定値を「推定中」と発表 

津波警報 

１ｍ超 
沖合での観測値、沿岸での推定値とも

数値で発表 

１ｍ以下 
沖合での観測値を「観測中」、沿岸で

の推定値を「推定中」と発表 

津波注意報 （すべての場合） 
沖合での観測値、沿岸での推定値とも

数値で発表 

沿岸からの距離が100kmを超えるような沖合の観測点（推定値を発表しない観測点）での最大波の

観測値の発表基準は、以下のとおりである。 

全国の警報等の 

発表状況 
発表基準 発表内容 

いずれかの津波予報区

で大津波警報または津波

警報が発表中 

より沿岸に近い他の沖合の

観測点（沿岸から 100km以内

にある沖合の観測点）におい

て数値の発表基準に達した場

合 

沖合での観測値を数値で発表 

上記以外 
沖合での観測値を「観測中」と

発表 

津波注意報のみ発表中 （すべて数値で発表） 沖合での観測値を数値で発表 

【津波情報の留意事項等】 

① 津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報 

・津波到達予想時刻は、津波予報区のなかで最も早く津波が到達する時刻である。同じ予報区の

なかでも場所によっては、この時刻よりも数十分、場合によっては１時間以上遅れて津波が襲

ってくることがある。 

・津波の高さは、地形の影響等のため場所によって大きく異なることから、局所的に予想される



津波の高さより高くなる場合がある。 

② 各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報 

・津波と満潮が重なると、潮位の高い状態に津波が重なり、被害がより大きくなる場合がある。 

③ 津波観測に関する情報 

・津波による潮位変化（第１波の到達）が観測されてから最大波が観測されるまでに数時間以上

かかることがある。 

・場所によっては、検潮所で観測した津波の高さよりも更に大きな津波が到達しているおそれが

ある。 

④ 沖合の津波観測に関する情報 

・津波の高さは、沖合での観測値に比べ、沿岸では更に高くなる。 

・津波は非常に早く伝わり、「沖合の津波観測に関する情報」が発表されてから沿岸に津波が到達

するまで５分とかからない場合もある。また、地震の発生場所によっては、情報の発表が津波

の到達に間に合わない場合もある。 

 

（４）緊急地震速報（警報） 

     気象庁は、、最大震度が５弱以上または最大長周期地震動階級が３以上と予想された場合

　　に、震度４以上または長周期地震動階級３以上が予想される地域を対象に、緊急地震速報

　（警報）を発表する。なお、緊急地震速報（警報）のうち予想震度が６弱以上、または長周

　　期地震動階級４以上のものを、特別警報に位置づけている。 

（注）緊急地震速報（警報）は、地震発生直後に震源に近い観測点で観測された地震波を解析するこ 

とにより、地震による強い揺れが来る前に、これから強い揺れが来ることを知らせる警報である。  

このため、内陸の浅い場所で地震が発生した場合、震源に近い場所では強い揺れの到達に原理的 

に間に合わない場合がある。 

 

緊急地震速報で用いる区域の名称 

都道府県名 
緊急地震速報で 

用いる区域の名称 
市区町村名 

岡山県 

岡山県北部 
津山市、新見市、真庭市、美作市、新庄村、鏡野町、 

勝央町、奈義町、西粟倉村、久米南町、美咲町 

岡山県南部 

岡山市、倉敷市、玉野市、笠岡市、井原市、総社市、

高梁市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、浅口市、和気

町、早島町、里庄町、矢掛町、吉備中央町 

 

 

（５）地震情報 

○地震情報の種類、発表基準とその内容 
 

地震情報

の種類 
発表基準 内容 

震度速報 

・震度３以上 地震発生約１分半後に、震度３以上を観測し

た地域名（全国を約188地域に区分）と地震

の揺れの検知時刻を速報。 



震源に 
関する 
情報 

・震度３以上 

（津波警報または注意報を

発表した場合は発表しな

い） 

 

「津波の心配がない」または「若干の海面

変動があるかもしれないが被害の心配はな

い」旨を付加して、地震の発生場所（震

源）やその規模（マグニチュード）を発

表。 

震源・ 
震度情報 

・震度１以上 

・津波警報・注意報発表ま

たは若干の海面変動が予

想された時 

・緊急地震速報（警報）発

表時 

地震の発生場所（震源）やその規模（マグニ

チュード）、震度１以上を観測した地点と観

測した震度を発表。それに加えて、震度３以

上を観測した地域名と市町村毎の観測した

震度を発表。 

震度５弱以上と考えられる地域で、震度を

入手していない地点がある場合は、その市

町村・地点名を発表。 

推計震度

分布図 

・震度５弱以上 観測した各地の震度データをもとに、250m

四方ごとに推計した震度（震度４以上）を図

情報として発表。 

長周期地

震動に関

する観測

情報 

・震度１以上を観測した地

震のうち長周期地震動階級

１以上を観測した場合 

地域毎の震度の最大値・長周期地震動階級

の最大値のほか、個別の観測点毎に、長周期

地震動階級や長周期地震動の周期別階級等

を発表（地震発生から 10 分後程度で 1回発

表）。 

遠地地震

に関する

情報 

国外で発生した地震につい

て以下のいずれかを満たし

た場合等※ 

・マグニチュード 7.0 以上 

・都市部等、著しい被害が

発生する可能性がある地

域で規模の大きな地震を

観測した場合 

※国外で発生した大規模噴

火を覚知した場合にも発

表することがある 

地震の発生時刻、発生場所（震源）やその規

模（マグニチュード）を地震発生から概ね 30

分以内に発表。 

日本や国外への津波の影響に関しても記述

して発表※。 

 

 

 

※国外で発生した大規模噴火を覚知した場

合は噴火発生から１時間半～２時間程度で

発表 

その他の

情報 

・顕著な地震の震源要素を

更新した場合や地震が多

発した場合等 

顕著な地震の震源要素更新のお知らせや地

震が多発した場合の震度１以上を観測した

地震回数情報等を発表。 

 



 

 

 

震源に関する情報

各地の満潮時刻・
津波の到達予想時刻に関する情報

津波警報・注意報（解除）

緊急地震速報

津波の情報

約１分半～

約数秒～

約15分

約５分

震源・震度情報

約３分

震度速報

推計震度分布図

地震の情報

長周期地震動に関する観測情報

約１～２時間

津波の危険が
なくなったとき

津波情報
（沖合の津波観測に関する情報）

震源の位置・規模を推定

沿岸で津波観測後随時 津波情報
（津波観測に関する情報）

津波による災害のおそれがある場合津波による災害のおそれがない場合

地震解説資料・記者会見

沖合で津波観測後随時

地震発生

地震及び津波に関する情報

各地の満潮時刻・
津波の到達予想時刻に関する情報

津波の到達予想時刻・
予想される津波の高さに関する情報

津波警報・注意報（更新）

注：若干の海面変動が予想される場合は、地震の情
報に記載すると共に「津波予報」を発表し、対
象予報区を記載する。

注：津波の心配がない場合はその旨を地震の情報に
記載する。

津波の到達予想時刻・
予想される津波の高さに関する情報

津波警報・注意報

約10分



〇地震情報で用いる岡山県内の地域名、市町村名と震度観点名称等一覧表　　令和6年1月10日現在

地域名称 情報用市町村名称 情報用市町村名称の読み 震度観測点名称 震度観測点名称の読み 観測点所在地 所属

津山市林田 ﾂﾔﾏｼﾊｲﾀﾞ 津山市林田1763-1（津山特別地域気象観測所） 気象庁

津山市小中原 ﾂﾔﾏｼｺﾅｶﾊﾞﾗ 津山市加茂町大字小中原143 防災科研

津山市山北 ﾂﾔﾏｼﾔﾏｷﾀ 津山市山北520（津山市役所） 都道府県

津山市新野東 ﾂﾔﾏｼﾆｲﾉﾋｶﾞｼ 津山市新野東567（勝北支所） 都道府県

津山市中北下 ﾂﾔﾏｼﾅｶｷﾀｼﾓ 津山市中北下1300（久米支所） 都道府県

津山市阿波 ﾂﾔﾏｼｱﾊﾞ 津山市阿波1209-4（阿波支所） 都道府県

津山市加茂町 ﾂﾔﾏｼｶﾓﾁｮｳ 津山市加茂町塔中104（加茂支所） 都道府県

新見市新見 ﾆｲﾐｼﾆｲﾐ 新見市新見310-3 気象庁

新見市唐松 ﾆｲﾐｼｶﾗﾏﾂ 新見市唐松2761 防災科研

新見市神郷下神代 ﾆｲﾐｼｼﾝｺﾞｳｼﾓｺｳｼﾞﾛ 新見市神郷下神代3936（神郷支局） 都道府県

新見市哲多町本郷 ﾆｲﾐｼﾃｯﾀﾁｮｳﾎﾝｺﾞｳ 新見市哲多町本郷246-4（哲多支局） 都道府県

新見市哲西町矢田 ﾆｲﾐｼﾃｯｾｲﾁｮｳﾔﾀﾞ 新見市哲西町矢田3604（哲西支局） 都道府県

新見市大佐小阪部 ﾆｲﾐｼｵｵｻｵｻｶﾍﾞ 新見市大佐小阪部1469番地1（大佐支局） 都道府県

新見市千屋実 ﾆｲﾐｼﾁﾔｻﾈ 新見市千屋実1435-7（新見市千屋市民センター） 都道府県

新庄村 ｼﾝｼﾞｮｳｿﾝ 新庄村役場 ｼﾝｼﾞｮｳｿﾝﾔｸﾊﾞ 真庭郡新庄村2008-1（新庄村役場） 都道府県

鏡野町井坂 ｶｶﾞﾐﾉﾁｮｳｲｻﾞｶ 苫田郡鏡野町井坂495（奥津振興センター） 都道府県

鏡野町富西谷 ｶｶﾞﾐﾉﾁｮｳﾄﾐﾆｼﾀﾞﾆ 苫田郡鏡野町富西谷125-1（富振興センター） 都道府県

鏡野町竹田 ｶｶﾞﾐﾉﾁｮｳﾀｹﾀﾞ 苫田郡鏡野町竹田660（鏡野町役場） 都道府県

鏡野町上齋原 ｶｶﾞﾐﾉﾁｮｳｶﾐｻｲﾊﾞﾗ 苫田郡鏡野町上齋原514-1（上斎原振興センター） 都道府県

勝央町 ｼｮｳｵｳﾁｮｳ 勝央町勝間田 ｼｮｳｵｳﾁｮｳｶﾂﾏﾀ 勝田郡勝央町勝間田201（勝央町役場） 都道府県

奈義町 ﾅｷﾞﾁｮｳ 奈義町豊沢 ﾅｷﾞﾁｮｳﾄﾖｻﾜ 勝田郡奈義町豊沢306-1（奈義町役場） 都道府県

西粟倉村 ﾆｼｱﾜｸﾗｿﾝ 西粟倉村影石 ﾆｼｱﾜｸﾗｿﾝｶｹﾞｲｼ 英田郡西粟倉村大字影石33（西粟倉村役場） 都道府県

久米南町 ｸﾒﾅﾝﾁｮｳ 久米南町下弓削 ｸﾒﾅﾝﾁｮｳｼﾓﾕｹﾞ 久米郡久米南町下弓削515番地1(久米南町保健福祉センター) 都道府県

岡山美咲町原田 ｵｶﾔﾏﾐｻｷﾁｮｳﾊﾗﾀﾞ 久米郡美咲町原田1735（美咲町役場） 都道府県

岡山美咲町西川 ｵｶﾔﾏﾐｻｷﾁｮｳﾆｼｶﾞﾜ 久米郡美咲町西川1001-5（旭総合支所） 都道府県

岡山美咲町久木 ｵｶﾔﾏﾐｻｷﾁｮｳﾋｻｷﾞ 久米郡美咲町久木200-8（柵原総合支所） 都道府県

真庭市下方 ﾏﾆﾜｼｼﾓｶﾞﾀ 真庭市下方625-23 防災科研

真庭市禾津 ﾏﾆﾜｼｲﾅﾂ 真庭市禾津169-1（湯原体育館） 防災科研

真庭市下呰部 ﾏﾆﾜｼｼﾓｱｻﾞｴ 真庭市下呰部248（北房支局） 都道府県

真庭市勝山 ﾏﾆﾜｼｶﾂﾔﾏ 真庭市勝山53-1（真庭市立中央図書館） 都道府県

真庭市豊栄 ﾏﾆﾜｼﾄﾖｻｶ 真庭市豊栄1515（湯原支局） 都道府県

真庭市蒜山下和 ﾏﾆﾜｼﾋﾙｾﾞﾝｼﾀｵ 真庭市蒜山下和1802（中和出張所） 都道府県

真庭市蒜山下福田 ﾏﾆﾜｼﾋﾙｾﾞﾝｼﾓﾌｸﾀﾞ 真庭市蒜山下福田305（蒜山振興局） 都道府県

真庭市美甘 ﾏﾆﾜｼﾐｶﾓ 真庭市美甘4134（美甘支局） 都道府県

真庭市蒜山上福田 ﾏﾆﾜｼﾋﾙｾﾞﾝｶﾐﾌｸﾀﾞ 真庭市蒜山上福田425（川上出張所） 都道府県

真庭市久世 ﾏﾆﾜｼｸｾ 真庭市久世2927-2（真庭市役所） 都道府県

真庭市落合垂水 ﾏﾆﾜｼｵﾁｱｲﾀﾙﾐ 真庭市落合垂水618（落合地域総合センター） 都道府県

美作市尾谷 ﾐﾏｻｶｼｵﾀﾆ 美作市尾谷1770 気象庁

美作市真加部 ﾐﾏｻｶｼﾏｶﾍﾞ 美作市真加部1616（勝田総合支所） 都道府県

美作市古町 ﾐﾏｻｶｼﾌﾙﾏﾁ 美作市古町1709（大原総合支所） 都道府県

美作市栄町 ﾐﾏｻｶｼｻｶｴﾏﾁ 美作市栄町38-2（美作市役所） 都道府県

美作市福本 ﾐﾏｻｶｼﾌｸﾓﾄ 美作市福本810-2（英田総合支所） 都道府県

美作市江見 ﾐﾏｻｶｼｴﾐ 美作市江見945（作東総合支所） 都道府県

美作市太田 ﾐﾏｻｶｼｵｵﾀ 美作市太田152-1（東粟倉総合支所） 都道府県

倉敷市新田 ｸﾗｼｷｼｼﾝﾃﾞﾝ 倉敷市新田2458 気象庁

倉敷市沖 ｸﾗｼｷｼｵｷ 倉敷市沖87-4 防災科研

倉敷市下津井 ｸﾗｼｷｼｼﾓﾂｲ 倉敷市下津井1502-1 防災科研

倉敷市白楽町 ｸﾗｼｷｼﾊﾞｸﾛﾁｮｳ 倉敷市白楽町162-5（倉敷市消防局） 都道府県

倉敷市真備町 ｸﾗｼｷｼﾏﾋﾞﾁｮｳ 倉敷市真備町箭田1141-1（真備支所） 都道府県

倉敷市児島小川町 ｸﾗｼｷｼｺｼﾞﾏｵｶﾞﾜﾁｮｳ 倉敷市児島小川町3681-3（児島支所） 都道府県

倉敷市水島北幸町 ｸﾗｼｷｼﾐｽﾞｼﾏｷﾀｻｲﾜｲﾁｮｳ 倉敷市水島北幸町103（水島北幸町第1公園） 都道府県

倉敷市玉島阿賀崎 ｸﾗｼｷｼﾀﾏｼﾏｱｶﾞｻｷ 倉敷市玉島阿賀崎1-1-1（玉島支所） 都道府県

倉敷市船穂町 ｸﾗｼｷｼﾌﾅｵﾁｮｳ 倉敷市船穂町船穂1697(船穂公民館) 都道府県

玉野市 ﾀﾏﾉｼ 玉野市田井 ﾀﾏﾉｼﾀｲ 玉野市田井2-4502（玉野市消防庁舎・防災センター） 都道府県

笠岡市殿川 ｶｻｵｶｼﾄﾉｶﾜ 笠岡市笠岡1769-2 防災科研

笠岡市笠岡 ｶｻｵｶｼｶｻｵｶ 笠岡市中央町1-1（笠岡市役所） 都道府県

井原市井原町 ｲﾊﾞﾗｼｲﾊﾞﾗﾁｮｳ 井原市井原町311-1（井原市役所） 都道府県

井原市美星町 ｲﾊﾞﾗｼﾋﾞｾｲﾁｮｳ 井原市美星町三山1055（美星支所） 都道府県

井原市芳井町 ｲﾊﾞﾗｼﾖｼｲﾁｮｳ 井原市芳井町吉井253-1（芳井支所） 都道府県

総社市地頭片山 ｿｳｼﾞｬｼｼﾞﾄｳｶﾀﾔﾏ 総社市地頭片山17-1（山手支所） 都道府県

総社市清音軽部 ｿｳｼﾞｬｼｷﾖﾈｶﾙﾍﾞ 総社市清音軽部1135（清音支所） 都道府県

総社市小寺 ｿｳｼﾞｬｼｺﾃﾞﾗ 総社市小寺377（総社市消防本部） 都道府県

高梁市原田南町 ﾀｶﾊｼｼﾊﾗﾀﾞﾐﾅﾐﾁｮｳ 高梁市原田南町970-1 防災科研

高梁市備中町 ﾀｶﾊｼｼﾋﾞｯﾁｭｳﾁｮｳ 高梁市備中町布賀29-2（備中地域局） 都道府県

高梁市有漢町 ﾀｶﾊｼｼｳｶﾝﾁｮｳ 高梁市有漢町有漢3387（高梁市有漢地域局） 都道府県

高梁市松原通 ﾀｶﾊｼｼﾏﾂﾊﾞﾗﾄﾞｵﾘ 高梁市松原通2043（高梁市役所） 都道府県

高梁市成羽町 ﾀｶﾊｼｼﾅﾘﾜﾁｮｳ 高梁市成羽町下原606（成羽複合施設） 都道府県

高梁市川上町 ﾀｶﾊｼｼｶﾜｶﾐﾁｮｳ 高梁市川上町地頭1822(高梁市川上総合学習センター) 都道府県

備前市伊部 ﾋﾞｾﾞﾝｼｲﾝﾍﾞ 備前市伊部974-13 気象庁

備前市福田 ﾋﾞｾﾞﾝｼﾌｸﾀﾞ 備前市福田620-1 防災科研

備前市日生町 ﾋﾞｾﾞﾝｼﾋﾅｾﾁｮｳ 備前市日生町日生630（日生総合支所） 都道府県

備前市吉永町 ﾋﾞｾﾞﾝｼﾖｼﾅｶﾞﾁｮｳ 備前市吉永町吉永中878（吉永総合支所） 都道府県

備前市東片上 ﾋﾞｾﾞﾝｼﾋｶﾞｼｶﾀｶﾐ 備前市東片上126（備前市役所） 都道府県

和気町尺所 ﾜｹﾁｮｳｼｬｸｿ 和気郡和気町尺所555（和気町役場） 都道府県

和気町矢田 ﾜｹﾁｮｳﾔﾀ 和気郡和気町矢田305（和気町役場佐伯庁舎） 都道府県

早島町 ﾊﾔｼﾏﾁｮｳ 早島町前潟 ﾊﾔｼﾏﾁｮｳﾏｴｶﾞﾀ 都窪郡早島町前潟360-1（早島町役場） 都道府県

里庄町 ｻﾄｼｮｳﾁｮｳ 里庄町里見 ｻﾄｼｮｳﾁｮｳｻﾄﾐ 浅口郡里庄町里見1107-2（里庄町役場） 都道府県

矢掛町 ﾔｶｹﾞﾁｮｳ 矢掛町矢掛 ﾔｶｹﾞﾁｮｳﾔｶｹﾞ 小田郡矢掛町矢掛3018（矢掛町役場） 都道府県

吉備中央町下加茂 ｷﾋﾞﾁｭｳｵｳﾁｮｳｼﾓｶﾞﾓ 加賀郡吉備中央町下加茂1073-1（吉備中央町役場加茂川庁舎） 都道府県

吉備中央町豊野 ｷﾋﾞﾁｭｳｵｳﾁｮｳﾄﾖﾉ 加賀郡吉備中央町豊野1-2（吉備中央町役場賀陽庁舎） 都道府県

瀬戸内市牛窓町 ｾﾄｳﾁｼｳｼﾏﾄﾞﾁｮｳ 瀬戸内市牛窓町牛窓4911（牛窓支所） 都道府県

瀬戸内市邑久町 ｾﾄｳﾁｼｵｸﾁｮｳ 瀬戸内市邑久町尾張300-1（瀬戸内市役所） 都道府県

瀬戸内市長船町 ｾﾄｳﾁｼｵｻﾌﾈﾁｮｳ 瀬戸内市長船町土師288-1（長船支所） 都道府県

赤磐市上市 ｱｶｲﾜｼｶﾐｲﾁ 赤磐市上市123（山陽小学校） 気象庁

赤磐市町苅田 ｱｶｲﾜｼﾏﾁｶﾝﾀﾞ 赤磐市町苅田516（赤坂支所） 都道府県

赤磐市松木 ｱｶｲﾜｼﾏﾂｷ 赤磐市松木623（熊山支所） 都道府県

赤磐市周匝 ｱｶｲﾜｼｽｻｲ 赤磐市周匝136（吉井支所） 都道府県

浅口市天草公園 ｱｻｸﾁｼｱﾏｸｻｺｳｴﾝ 浅口市鴨方町鴨方2244-6 気象庁

浅口市寄島町 ｱｻｸﾁｼﾖﾘｼﾏﾁｮｳ 浅口市寄島町16010（寄島総合支所） 都道府県

浅口市鴨方町 ｱｻｸﾁｼｶﾓｶﾞﾀﾁｮｳ 浅口市鴨方町六条院中3050（浅口市役所） 都道府県

浅口市金光町 ｱｻｸﾁｼｺﾝｺｳﾁｮｳ 浅口市金光町占見新田751(金光総合支所) 都道府県

岡山北区桑田町 ｵｶﾔﾏｷﾀｸｸﾜﾀﾞﾁｮｳ 岡山市北区桑田町1-36（岡山地方気象台） 気象庁

岡山北区足守 ｵｶﾔﾏｷﾀｸｱｼﾓﾘ 岡山市北区足守718（足守公民館） 気象庁

岡山北区新屋敷 ｵｶﾔﾏｷﾀｸｼﾝﾔｼｷ 岡山市北区新屋敷2-42 防災科研

岡山北区大供 ｵｶﾔﾏｷﾀｸﾀﾞｲｸ 岡山市北区大供1-1-1（岡山市役所） 都道府県

岡山北区御津金川 ｵｶﾔﾏｷﾀｸﾐﾂｶﾅｶﾞﾜ 岡山市北区御津金川1020（御津支所） 都道府県

岡山北区建部町 ｵｶﾔﾏｷﾀｸﾀｹﾍﾞﾁｮｳ 岡山市北区建部町福渡489（建部支所） 都道府県

岡山中区 ｵｶﾔﾏﾅｶｸ 岡山中区浜 ｵｶﾔﾏﾅｶｸﾊﾏ 岡山市中区浜3-7-15（岡山市中区役所） 都道府県

岡山東区瀬戸町 ｵｶﾔﾏﾋｶﾞｼｸｾﾄﾁｮｳ 岡山市東区瀬戸町瀬戸45（瀬戸支所） 都道府県

岡山東区西大寺南 ｵｶﾔﾏﾋｶﾞｼｸｻｲﾀﾞｲｼﾞﾐﾅﾐ 岡山市東区西大寺南1-2-4（東区役所敷地内） 都道府県

岡山南区片岡 ｵｶﾔﾏﾐﾅﾐｸｶﾀｵｶ 岡山市南区片岡207（灘崎支所） 都道府県

岡山南区浦安南町 ｵｶﾔﾏﾐﾅﾐｸｳﾗﾔｽﾐﾅﾐﾏﾁ 岡山市南区浦安南町640（岡南飛行場） 都道府県

井原市 ｲﾊﾞﾗｼ

岡山美咲町 ｵｶﾔﾏﾐｻｷﾁｮｳ

真庭市 ﾏﾆﾜｼ

美作市 ﾐﾏｻｶｼ

岡山県北部

倉敷市 ｸﾗｼｷｼ

笠岡市 ｶｻｵｶｼ

津山市 ﾂﾔﾏｼ

新見市 ﾆｲﾐｼ

鏡野町 ｶｶﾞﾐﾉﾁｮｳ

ｾﾄｳﾁｼ

総社市 ｿｳｼﾞｬｼ

高梁市 ﾀｶﾊｼｼ

備前市 ﾋﾞｾﾞﾝｼ

岡山東区 ｵｶﾔﾏﾋｶﾞｼｸ

岡山南区 ｵｶﾔﾏﾐﾅﾐｸ

岡山県南部

赤磐市 ｱｶｲﾜｼ

浅口市 ｱｻｸﾁｼ

岡山北区 ｵｶﾔﾏｷﾀｸ

和気町 ﾜｹﾁｮｳ

吉備中央町 ｷﾋﾞﾁｭｳｵｳﾁｮｳ

瀬戸内市



解説資料等の種類 発表基準 内容 

地震解説資料 

（全国速報版・地域速

報版） 

 

以下のいずれかを満た

した場合に、一つの現

象に対して一度だけ発

表 

・津波警報・注意報発

表時（遠地地震による

発表時除く） 

・（担当地域で）震度４

以上を観測 

（ただし、地震が頻発

している場合、その都

度の発表はしない。） 

地震発生後 30分程度を

目途に、地方公共団体

が初動期の判断のた

め、状況把握等に活用

できるように、地震の

概要、震度や長周期地

震動階級に関する情

報、津波警報や津波注

意報等の発表状況等、

及び津波や地震の図情

報を取りまとめた資

料。 

・地震解説資料（全国

速報版） 

上記内容について、全

国の状況を取りまとめ

た資料。 

・地震解説資料（地域

速報版） 

上記内容について、発

表基準を満たした都道

府県別に取りまとめた

資料。 

地震解説資料 

（全国詳細版・地域詳

細版） 

以下のいずれかを満た

した場合に発表するほ

か、状況に応じて必要

となる続報を適宜発表 

・津波警報・注意報発

表時 

・（担当地域で）震度５

弱以上を観測 

・社会的に関心の高い

地震が発生 

地震発生後１～２時間

を目途に第１号を発表

する。 

・地震解説資料（全国

詳細版） 

地震や津波の特徴を解

説するため、防災上の

留意事項やその後の地

震活動の見通し、津波

や長周期地震動の観測

状況、緊急地震速報の

発表状況、周辺の地域

 

（７）地震活動に関する解説資料等 

地震情報以外に、地震活動の状況等をお知らせするために気象庁本庁及び管区・地方気象台等が関係地

方公共団体、報道機関等に提供している資料（種類、発表基準、内容は下表）。 



の過去の地震活動な

ど、より詳しい状況等

を取りまとめた資料。 

・地震解説資料（地域

詳細版） 

地震解説資料（全国詳

細版）発表以降に状況

に応じて必要となる続

報を適宜発表するとと

もに、状況に応じて適

切な解説を加えること

で、防災対応を支援す

る資料（地域の地震活

動状況や応じて、単独

で提供されることもあ

る）。 

地震活動図 ・定期（毎月初旬） 地震・津波に係る災害

予想図の作成、その他

防災に係る活動を支援

するために、（毎月の都

道府県内及び）その地

方の地震活動の状況を

とりまとめた地震活動

の傾向等を示す資料。 

週間地震概況 ・定期（毎週金曜） 防災に係る活動を支援

するために、週ごとの

全国の震度などをとり

まとめた資料。 

 



５  南海トラフ地震関係 

 

  南海トラフ地震とは、駿河湾から遠州灘、熊野灘、紀伊半島の南側の海域及び土

佐湾を経て日向灘沖までのフィリピン海プレートとユーラシアプレートの境界を震

源とする大規模な地震である。 

  気象庁は、南海トラフ沿いでマグニチュード 6.8 以上の地震が発生した場合や南

海トラフ沿いの地域に設置されたひずみ計に有意な変化を観測した場合等、異常な

現象が観測された場合には、有識者及び関係機関の協力を得て「南海トラフ沿いの

地震に関する評価検討会」を開催し、その現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と

関連するかどうかの調査を行う。この検討会において、南海トラフ沿いの大規模な

地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まったと評価された場合等に、気象

庁は「南海トラフ地震臨時情報」や「南海トラフ地震関連解説情報」を発表する（

この二つの情報をあわせて「南海トラフ地震に関連する情報」と呼ぶ）。 

  南海トラフ沿いの大規模な地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった

旨の情報が発表された場合には、国は地方公共団体に対して防災対応について指示

や呼びかけを行い、国民に対してその旨周知することとしている。 

 

南海トラフ地震に関連する情報 

 

○「南海トラフ地震臨時情報」又は「南海トラフ地震関連解説情報」の２種類の情 

報名で発表。   
○「南海トラフ地震臨時情報」には、情報の受け手が防災対応をイメージし、適切 

に実施できるよう、防災対応等を示すキーワードを情報名に付記。   
○「南海トラフ地震関連解説情報」では、「南海トラフ地震臨時情報」発表後の地震 

活動や地殻変動の状況等を発表。また、「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討 

会」の定例会合における評価結果もこの情報で発表。 

詳細は下表のとおり。 

 

「南海トラフ地震に関連する情報」の種類及び発表条件 

情報名 情報発表条件 

南海トラフ地震臨時情報 

○南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象

が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかど

うか調査を開始した場合、または調査を継続して

いる場合 

○観測された異常な現象の調査結果を発表する場合 



南海トラフ地震関連解説情報 

○観測された異常な現象の調査結果を発表した後の

状況の推移等を発表する場合 

○「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定

例会合における調査結果を発表する場合（ただし

南海トラフ地震臨時情報を発表する場合を除く） 

 

※すでに必要な防災対応がとられている際は、調査を開始

した旨や調査結果を南海トラフ地震関連解説情報で発

表する場合がある 

 

「南海トラフ地震臨時情報」に付記するキーワードと各キーワードを付記する条件 

情報名の後にキーワードを付記して「南海トラフ地震臨時情報（キーワード）」の形で情

報発表する 

発表時間 キーワード 各キーワードを付記する条件 

地震発生等

から５～30

分後 

調査中 

下記のいずれかにより臨時に「南海トラフ沿いの地震に

関する評価検討会」を開催する場合 

○監視領域内（注１）でマグニチュード 6.8以上（注２）の地震
（注３）が発生 

○１カ所以上のひずみ計での有意な変化（注４）と共に、他

の複数の観測点でもそれに関係すると思われる変化（注

４）が観測され、想定震源域内のプレート境界で通常と異

なるゆっくりすべり（注５）が発生している可能性がある

場合など、ひずみ計で南海トラフ地震との関連性の検討

が必要と認められる変化を観測 

○その他、想定震源域内のプレート境界の固着状態の変化

を示す可能性のある現象が観測される等、南海トラフ地

震との関連性の検討が必要と認められる現象を観測 

地震発生等

から最短で

２時間後 

巨大地震警戒 

○想定震源域内のプレート境界において、モーメントマグ

ニチュード（注６）8.0以上の地震が発生したと評価した場

合 

巨大地震注意 

○監視領域内において、モーメントマグニチュード 7.0

以上の地震（注３）が発生したと評価した場合（巨大地震

警戒に該当する場合は除く） 

○想定震源域内のプレート境界において、通常と異なる

ゆっくりすべりが発生したと評価した場合 

調査終了 
○（巨大地震警戒）、（巨大地震注意）のいずれにも当ては

まらない現象と評価した場合 

（注１） 南海トラフの想定震源域及び想定震源域の海溝軸外側 50km程度までの範囲。 

（注２） モーメントマグニチュード 7.0 の地震をもれなく把握するために、マグニチュードの推定



誤差を見込み、地震発生直後の速報的に求めた気象庁マグニチュードでＭ6.8以上の地震から

調査を開始する。 

（注３） 太平洋プレートの沈み込みに伴う震源が深い地震は除く。 

（注４） 気象庁では、ひずみ計で観測された地殻変動の変動量の大きさで異常レベルを１～３とし

て、異常監視を行っている。レベル値は数字が大きい程異常の程度が高いことを示し、平常時

のデータのゆらぎの変化速度（24時間など、一定時間でのひずみ変化量）についての出現頻度

に関する調査に基づき、観測点毎（体積ひずみ計）、成分毎（多成分ひずみ計）に設定されてい

る。 

具体的には、 

 レベル１：平常時のデータのゆらぎの中の１年に１～２回現れる程度の値に設定。 

 レベル２：レベル１の 1.5～1.8倍に設定。 

 レベル３：レベル１の２倍に設定。 

「有意な変化」とは上記、レベル３の変化を、 

「関係すると思われる変化」は上記の「有意な変化」と同時期に周辺の観測点で観測されたレ

ベル１以上の変化を意味する。 

（注５） ひずみ観測において捉えられる、従来から観測されている短期的ゆっくりすべりとは異な

る、プレート境界におけるゆっくりすべりを意味する。 

南海トラフのプレート境界深部（30～40km）では数ヶ月から１年程度の間隔で、数日～１週

間程度かけてゆっくりとすべる現象が繰り返し発生しており、東海地域、紀伊半島、四国地方

のひずみ計でこれらに伴う変化が観測されている。このような従来から観測されているものと

は異なる場所でゆっくりすべりが観測された場合や、同じような場所であっても、変化の速さ

や規模が大きいなど発生様式が従来から観測されているものと異なるゆっくりすべりが観測さ

れた場合には、プレートの固着状況に変化があった可能性が考えられることから、南海トラフ

地震との関連性についての調査を開始する。 

なお、数ヶ月から数年間継続するようなゆっくりすべり（長期的ゆっくりすべり）の場合は

その変化速度が小さく、短期的にプレート境界の固着状態が変化するようなものではないこと

から、本ケースの対象としない。 

（注６） 断層のずれの規模（ずれ動いた部分の面積×ずれた量×岩石の硬さ）をもとにして計算し

たマグニチュード。従来の地震波の最大振幅から求めるマグニチュードに比べて、巨大地震に

対しても、その規模を正しく表せる特徴を持っている。ただし、このマグニチュードを求める

には若干時間を要するため、気象庁が地震発生直後に発表する津波警報等や地震情報には、地

震波の最大振幅から求められる気象庁マグニチュードを用いている。 


